
「春咲きコンサート」 楽しんで頂けましたでしょうか？ 

お水取りがおわれば、古都奈良に春が訪れ「春咲きコンサート」が終れば古都奈良の福祉に春が訪れると願って

足掛け３０年の歴史を一旦閉じる事になりました。 

長年のご支援ご協力ありがとうございました。 

２月１８日（日）なら１００年会館。お天気は晴れ。気温１８度。本当に春咲き日和。 

コロナ禍で４年ぶりの開催。長年の感謝の気持ちを込めて今回は無料での開催。 

 当日は、開催を待ち望んでいた、多くの障がいを抱える人たちに参加・来場して頂きました。 

施設職員・養護教員・等 ２０名で構成された実行委員会の皆さまで、２週間に１回、計１０回の会議を行い、開催にこ

ぎ着けました。すべてボランティアとしての活動です。 

「春咲きコンサート」は障がい者が集まるイベントを２４回開催してきたわけではありません。 

２４回で約１億円をかけ開催テーマである『福祉で街づくり』の１日限りのモデルタウン「春咲き街」を演出し、「この

様な街に奈良市がなれば、支援が必要な方が住みやすい街、奈良市が出来る。 

そして、支援が必要な方を基本にした街は総ての市民の方が住みよい街」、表現をかえれば、『バリアフリー発ユニ

バーサルデザインの街づくり』です。 

そこに、障がい者文化・芸術の推進事業をコラボレーションした、啓発事業なのです。 

奈良市の障がい者福祉の現状は総合支援法に則した施策の整備は整いつつあります。 

障がい者への直接支援は税金を原資とし公助として進んでいます。 

しかし、「春咲きコンサート」からのメッセージ、障がい者の活きる環境整備（間接支援）は緩やかな歩みです。福祉

関係者の中でもこの機能充実（相談支援・情報提供・研修・療法・文化スポーツ）が努力目標になり、人材不足も含め

進んでいない実情です。 

穿った見方をすれば、給付費対象に成るか成らないかの判断が目安となっています。 

障がい者を個人モデル及び医療モデルで捉えるのではなく、社会モデルとして捉えるべきと言う方向にシフトさ

れています。そして、環境因子が障がいを生んでいる。ユニバーサルデザイン普及により、障がいを感じない生活を

提供することが、福祉のミッションと言えます。 

このことを奈良市民の方に気づいていただき、 

「障がい者問題は当事者だけの問題ではなく、 

社会全体の問題」。これが、「福祉宣言都市奈良」の 

ポリシーと考えています。 

「春咲きコンサート」が福祉施策推進に果たすべき 

役割がまだ多く残っています。 

再誕「春咲きコンサート」を目指し、 

少し充電期間を頂きます。   また、逢いましょう。 
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奈良市総合福祉センター本館閉鎖を「白紙撤回」 

会員の皆さまのご協力により、「奈良市総合福祉センター本館閉鎖撤回を求める署名」①奈良市総合福祉センタ

ー本館閉鎖の撤回 ②令和７年度以降の奈良市総合福祉センター本館の予算確保③温水プール・入浴施設の改修

と再開 の署名「約 ８０００名 の願い」を２月２９日 市障連から仲川市長に届けました。 

その後、仲川市長と市障連６団体との話合いで「２０２５年３月末の総合福祉センター本館閉鎖は撤回する」と仲川

市長が明言されました。 

仲川市長から 『皆さま方は様々な、障がい種別の方々の取りまとめ役として、長年にわたって活動をしてきて頂

いております。その拠点として、総合福祉センターが機能してきたことは、私もよく理解しています。今回の議論の発

端としては、センターの老朽化だけではなく、センターの２つの機能（歯科診療／みどり園）が外に出て、空き状態で

あること、毎年相当の費用がかかるというところをどうしたものかという課題から議論が始まりました。 

私が直接議論のテーブルに着かず、担当任せみたいになってしまったところもあり、皆さんとコミュニケーション

がうまくいってなかったと反省しています。 一方的な廃止のつもりは元々なかったのですけれど、今回署名を頂い

て、そこが、うまく伝わっていなかったところもあったと思います。そこが、反省点かなと思っていますので、絶対に

何が何でも廃止と言う事に、固執するつもりはありません。 

そういう意味で、今後皆様と一緒に会話をしながら福祉センターの今後の対応に限らず奈良市の福祉のあり方を

議論させていただければ、ありがたいと思っています』 と発言がありました。 

 これで奈良市総合福祉センター関連の問題が解決したわけではありません。 

１０月５日以前の状態にもどっただけのことです。１０月５日 嵯峨福祉部長・浦障がい福祉課長を通じて、「２０２５年

３月末をもって福祉センター本館閉鎖」「閉鎖後、センターの本館機能は４カ所ある老人福祉センターに機能移転す

る」の２項目が白紙になったのです。当然１０月２４日の市長発言「２０２５年度からセンターに予算はつけない」も連

動していると思いますが、政治の世界、何が起こっても不思議ではない世界です。 

 奈良市総合福祉センター廃止の流れは、署名等で止めることはできました。 

しかし、逆に私たちは、大きな宿題をもって帰ってきました。当事者団体として、総合福祉センターの機能をどの様

に再生するかを市障連各団体が障がい者種別の提案をしていかなくてはなりません。仲川市長と話し合いの時間

設定は障がい福祉課が調整することも了解をしてくださいました。 

  これからが本番です。廃止の流れを止めることができましたが「今後数年間何の変化もなければ困ります」との

市長の発言もありました。また、「奈良市総合福祉センターだけではなく、奈良市の福祉全体を考えた総合福祉セン

ターの機能を考えていきたい。それには当事者の声が必要です。また、市障連に加入されていない方の意見も集約

してください」と発言がありました。 

市障連の宿題（センター機能改善）がどんどん大きくなっていきます。 

 これで当事者団体としての本来の活動の姿として議論のテーブルに着くことができました。 

令和７年度の予算作成が始まる令和６年７月まで、最低月１回市長と市障連の話し合いを持つことが決まりました。

議題は、「福祉センター機能の活性化に伴う各障害者当事者からの提案」です。 

奈良市総合福祉センターの廃止案が今後絶対発生しないように、①奈良市の障がい者の拠点施設であり、②障

がい者支援の拠点、そして、③地域福祉の拠点としての機能を併せ持つ 『障がい福祉総合センター』 へ名実共に

生まれ変わるための提案を直接市長と膝を突き合わせて形あるものにしていきます。 

このミーティングが不成功におわれば、また廃止論が浮上してきます。仲川市長がこの課題解決の『鍵』を持って

いるのです。「市障連の皆さまと話し合いを持ちました。しかし、解決に繋がる提案がありませんでした」と言えるの

です。基準がない話し合い、結論の姿を共有できていない話し合いが今から始まるのです。 

この問題の解決は、私たちの力でそして、市社協・障がい福祉課との連携で、わが子たちに素晴らしい奈良市総合

福祉センターをプレゼントしましょう。ご協力お願いいたします。  

※署名活動は継続します。最終目標は２万名（奈良市障がい者手帳所持者）です。 



春咲きコンサートで 

啓発ワークショップ 「～知ってください わたしたちの子どものことを～」 

                                                       を実施しました！ 

 

 奈良市手をつなぐ親の会では、知的に障害のある人への理解を深めるための啓発活動に取り組んでお

ります。昨年８月の「サマーカーニバル」や、１０月の「オータム・アミーゴ・フィエスタ」でも実施しました。 

今回は、「第２４回 春咲きコンサート」において、なら１００年会館 小ホールで開催しました。 

 

ワークショップには、民生児童委員や特別支援学校・施設の職員、保健センター、こども園にお勤めの方、

若い保護者など、１６名の方々が熱心に参加してくださいました。 

ワークショップの後には、それぞれの立場に応じたご意見、ご感想をいただいたので、一部分ですがご紹

介します。 

 

 

『わかりやすいワークで有意義な会だった』   

『「寄り添う」ことの大切さを学んだ』 

『視覚障害等と違うサポートのしかたがわかって良かった』 

『我が子との付き合い方に悩んでいたが、行動にはすべて 

原因があるということを教えてもらい、納得した』   

『「気長に」が一番身につまされた』 

『正直、近寄りがたいという気持ちがあったが、 

接し方を学んだので、これから声かけしていきたい』 

 

 

 

 

 

春咲きコンサート実行委員会は、奈良市社会福祉協議会と協力して 

令和６年 能登半島地震災害義援金募金活動を実施しました。 

                     その結果、  １３６，６２９ 円  の募金が集まりました。 

   今回寄せられた義援金は、全額 中央共同募金会に送金され、 

中央共同募金会は、被災各県の配分委員会（自治体・共同募金会・日本赤十字

社等で構成）へ被害状況に応じて按分送金され、被災者の皆様に届けられると

のことです。 

 

      募金にご協力いただいた皆様、本当にありがとうございました。 

 

（このことは、奈良市社会福祉協議会のホームページでも紹介されています。） 

 

 



「喫茶シャロームの活動」については、親の会ホームページで確認してください。 

 

 

行 事 予 定 
（新型コロナウイルス感染症の状況などにより、行事が中止や変更になる可能性があります） 

３ 月 （日程） （場  所） （主  催） 

クリーン作戦  １（金） 市役所玄関前（１０時集合） 市親の会 

喫茶シャローム １（金） 市総合福祉センター 喫茶シャローム 

市理事会 ８（金） 市総合福祉センター 市親の会 

喫茶シャローム ８（金） 市総合福祉センター 喫茶シャローム 

喫茶シャローム １５‘金） 市総合福祉センター 喫茶シャローム 

総合福祉センターを走ろう 

RUN !  ラン！ らん！２０２４ 
１７（日） 総合福祉センター周辺道路 市社協 

県 サンメイト 料理教室 １７（日） 橿原市中央公民館 県育成会本人の会 

喫茶シャローム ２２（金） 市総合福祉ゼンター 喫茶シャローム 

青年学級 「人権研修」 閉級式 ２３（土） 市総合福祉センター 市親の会 青年学級 

喫茶シャローム ２９（金） 市総合福祉センター 喫茶シャローム 

県 サンメイト ミュージック・ケア ３１（日） 県営福祉パーク  県育成会本人の会 

    

４ 月 （日程） （場  所） （主  催） 

クリーン作戦  １（月） 市役所玄関前（１０時集合） 市親の会 

青年学級 開級式 ２０（土） 市総合福祉センター 市親の会 青年学級 

市理事会 ３０（火） 市総合福祉センター 市親の会 

    

令和６年 市 および 県 「総会」 について 

  

 奈良市手をつなぐ親の会 総会  ５月２３日（木） １０時３０分～ 市総合福祉センター 集会室 

 奈良県手をつなぐ育成会 総会  ６月７日（金）     １０時～     県社会福祉総合センター 

  

 該当の会員には案内状をお届けしています。 

 やむを得ず 「欠席」 される場合は 「委任状」 に記入して、校区の理事さんにお届けください。 

 


